
カラオケ101� P32

目製品レポート注
［富山県黒部市］「カラオケ02」

㈱スターランド「スーパースター」導入店レポート

問い合わせ
㈱スターランド
［本社］ 静岡県藤枝市青木3-14-1
［東京オフィス］ 東京都千代田区神田鍛冶町 3-7-21

㈱スターランドが開発・販売するPOSシ
ステム「スーパースターシリーズ」は、
カラオケボックスほか、複合カフェ、温
浴施設、飲食店など各業界向けバージョ
ンがラインナップされ、その導入施設か
ら高い評価を受けている。

「スーパースターシリーズ」
　　　とは　　　
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飲食店に併設のカラオケボックス
オーダーシステムを活用し効率化図る

　今回、㈱スターランド「スーパースタ
ー」導入店レポートとして紹介するのは、
富山県黒部市の「カラオケ0

ゼロニイ

2」である。
同店は富山県内で飲食店を複数店舗展開
する㈲はなとが2015年８月にオープンし
たカラオケ店で、同社が経営する飲食店

「赤から黒部店」に併設している。
　はなとにとってカラオケボックスの経
営は同店がはじめてとなるが、カラオケ
ボックス開設の経緯について、同店マネ
ージャーの車谷雅人氏は次のように語る。
 「2015年１月に赤から黒部店をオープン
しましたが、売上げは好調に推移してい
ます。テナントとして営業していますが、
借りている建物の半分は使用していませ
んでした。この空きスペースを有効活用
しながら、赤からとの相乗効果が見込め、
なおかつ人手があまりかからないビジネ
スは何があるかを検討した結果、カラオ
ケボックスが最適と判断しました」。
　カラオケ02は黒部市役所から徒歩５分
足らずの市中心部に立地する。周辺には
競合のカラオケボックスがないため、人
口４万人という市場規模ながらも、ビジ
ネス的には十分にいけると判断し、開設

に至った。

　カラオケ02は開業に合わせ、スーパー
スターシリーズのPOSシステムと飲食オ
ーダーシステムを導入している。スター
ランドのシステムは業者から紹介を受け
ていたが、どの会社のPOSシステムがベ
ストなのかインターネットでいろいろ調
べたが、最終的にスターランドに行きつ
いたと車谷マネージャーは指摘する。
 「ルーム数は13室ですが、スタッフ２人
のオペレーション体制でも手厚いサービ
スが提供できるよう全室にオーダリング
システムを導入しました。最近は電話で
のオーダーを嫌がるお客さまがふえてい
ますので、お客さまからするとサービス
の向上ですし、運営サイドからすればオ
ペレーションの効率化につながります」。
　開業から半年が経過し、スーパース
ターシリーズの使い勝手について尋ねる
と、「導入後のカスタマイズが自分たち
でも簡単にできる点がいいですね。たと
えば、料金設定の変更や飲食メニューの
入替えもむずかしくありません。カスタ
マイズが容易なのは、直感的に操作がで
きることです。またサポート体制がしっ

かりしているので、こういうことがした
いと電話で問合わせして変更ができるの
もありがたいです」と車谷マネージャー
は語る。時間帯や年齢などにより複雑に
変わる料金体系がカラオケボックスの特
徴だが、スーパースターシリーズは新規
参入企業にとって運営をサポートする強
い味方といえる。
　さて営業面では、夜間は「赤から黒部
店」から流れてくる客が多いため一定の
利用が見込めるが、昼間の時間帯はまだ
まだ集客が弱いという。そのため、館内
バリアフリー、多目的トイレ完備という
強みを活かし、知的障がい者施設や身体
障がい者施設などの福祉施設のほか、地
域のカラオケ同好会にもアプローチし、
昼間のルーム稼動を高める営業活動を積
極的に推進していくという。

マネージャーの車谷雅人氏

各部屋に飲食オーダーシステムを導入する。フー
ドメニューは併設の「赤から黒部店」と重複しな
いよう工夫している

フロントPOSシステム

建物左が「カラオケ02」。右側が鍋と焼肉を提供
する「赤から黒部店」。「赤から黒部店」の営業は
17時からで、同店から流れてくる客は多い

テナント空きスペースを有効活用
鍋・焼肉店との相乗効果狙う システムのカスタマイズが容易で

使い勝手に優れる
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